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患者自身の生活上困難度評価と医
師による評価との比較 (n=781)

心の専門病院に軽度の症状で受診してい
る場合があるかどうかを評価するため、
患者自身の生活上困難度評価と医師によ
る評価を比較した。

対象：患者調査および医師による患者調
査でリンク可能であった症例（n=781)



患者自身の生活上困難度評価と医
師による評価との比較 (n=781)

生活困難度簡易尺度の平均の比較
受診前 現在

患者評価 3.7 2.7
医師評価 4.2 3.3

それぞれ対応のあるｔ検定でp＜0.001

受診前 現在

患者評価＜医師評価 48％ 50％
患者評価＝医師評価 29％ 33％
患者評価＞医師評価 23％ 17％

生活困難度簡易尺度の差の分布



患者自身の生活上困難度評価と医
師による評価との比較 (n=781)

生活困難度簡易尺度を用いた場合に、患
者は医師の評価より軽く評価する傾向が
あった。

少なくとも、患者評価は高いが医師評価
は低い症例（軽症例）が子どもの心の専
門病院に多く集まってしまっている、と
いう傾向は見いだせなかった。


